
議
員
提
出
第
六
号
議
案

再
犯
防
止
対
策
に
関
す
る
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

平
成
二
十
七
年
版
犯
罪
白
書
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
件
数
は
平
成
十
四
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
犯

罪
認
知
件
数
は
ピ
ー
ク
時
の
四
七
・
七
％
と
半
減
し
て
い
る
。
一
方
、
再
犯
者
率
を
見
る
と
平
成
九
年
か
ら

一
貫
し
て
上
昇
し
て
お
り
、
四
七
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
に
よ
り
自
立
が
困
難
な
た
め
に
、

繰
り
返
し
罪
を
犯
し
、
入
所
す
る
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
検
挙
さ
れ
る
者
の
二
人
に

一
人
が
再
犯
者
と
い
う
近
年
の
実
態
を
勘
案
す
れ
ば
、
犯
罪
を
減
ら
し
安
全
・
安
心
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
再
犯
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

国
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
再
犯
防
止
に
向
け
た
総
合
対
策
」
な
ど
を
実
施
し
、
犯
罪
の
種
類
や
対
象
者
の
特

性
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
出
所
後
の
就
労
支
援
や
住
居
の
確
保
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
先
に

見
た
と
お
り
、
再
犯
率
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
そ
の
進
み
方
と
効
果
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

加
え
て
、
再
犯
者
の
更
生
保
護
に
と
っ
て
重
要
な
保
護
観
察
制
度
は
、
公
務
員
た
る
保
護
観
察
官
と
民
間

篤
志
家
で
あ
る
保
護
司
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
専
門
的
知
識
を
持
ち
指
導
・
助
言
を
行
う
立
場
で

あ
る
保
護
観
察
官
は
全
国
で
も
千
名
程
度
と
き
わ
め
て
少
な
く
、
ま
た
保
護
司
に
つ
い
て
も
高
齢
化
に
よ
る

引
退
、
そ
の
後
継
者
の
な
り
手
不
足
に
よ
っ
て
こ
の
十
年
で
千
人
以
上
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
保
護
観

察
対
象
者
の
受
け
入
れ
体
制
が
年
々
弱
ま
る
こ
と
に
な
り
、
出
所
後
の
社
会
復
帰
支
援
が
不
十
分
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
出
所
す
る
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
て
は
、
自
立
を
目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
と
連
携

を
し
た
社
会
復
帰
も
視
野
に
入
れ
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
自
治
体
が
主
体
的
に
取
り
組

む
に
あ
た
っ
て
は
、
国
に
よ
る
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
矯
正
施
設
内
で
の
指
導
・
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

更
生
保
護
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
な
ど
、
出
所
後
に
一
刻
も
早
く
社
会
に
定
着
で
き
る
職
住
環
境
を
得

ら
れ
る
施
策
を
講
じ
、
さ
ら
に
更
生
保
護
の
現
場
で
働
く
保
護
観
察
官
及
び
保
護
司
の
人
材
確
保
及
び
処
遇

改
善
を
行
い
、
再
犯
者
に
よ
る
事
件
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
更
生
保
護
制
度
の
強
化
を
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

大
分
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議
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